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C O N T E N T S
‾‾
FEATURE__2・3

４歳から防災意識を。
幼稚園・保育所で
防災教育スタート

引き出す！
子どもの対応力
TOPICS__4・5

ダニエル・カールさんが
寄り添い、見てきた復興の軌跡
忘れないプロジェクトとは？
Column
最終回［とっさのとき、どうする？］
急性アルコール中毒

AREA NEWS__6・7
北海道／東京都／福井県／
三重県／岡山県／大分県／
佐賀県／熊本県／全国

Column
［健康豆知識］
関節リウマチ

WORLD NEWS__8
企業との連携で世界に
支援を届ける

人道支援の現場から（南スーダン）

［こたえ］の例 ： ⑦は頭を守っているけれど、倒れてくる棚の前なので危険。危険なものからは離れること！

［もんだい］ 災害が発生しました。この後どうなるかを予想し、危険なところを答えてください。



　いつどこで災害が起こってもおかしくない
日本では、たとえ 4歳ほどの幼児であっても
被害を回避する方法を把握しておくことが大
切です。日赤は幼稚園・保育所向け防災教育
プログラムを開発し、今年中に青少年赤十字
加盟園※へ配布する予定です。完成に至るま
でには、複数の幼稚園や保育所でトライアル
を重ねてきました。
　教材は保育士などの意見を参考に、写真や
動画ではなく親しみやすいイラスト形式に
し、幼稚園や保育所の教室にある物の高さま
で忠実に再現。これによって鮮明なイメージ
を持って考えることができます。
　１月にトライアルを行った東京都武蔵野赤
十字保育園の子どもたちは、先生の「どこが
危ない？」「誰が危ない？」という問い掛けに、
「ガラスが割れるから危ない」「棚が倒れてく
るかも」と口々に指摘。担当した先生は「いつ
もは発言しないおとなしい子も積極的に話し
ていた」「私自身も気付かないポイントを指摘
してくれた」など、子どもたちに一方的に正
解を教えなくても、自主的な意見が出ること

や高い集中力で臨む姿に驚いた様子でした。
　これまでの幼児向けの防災教育では、子ど
もたちは受動的に守られるだけの存在でし
た。ところが、子どもたちからは「この子は危
ない！ 私が助ける」といった共助の反応も。
子どもの思考力には驚かされるばかりです
が、今後も日赤は「気づき」「考え」「実行する」
力を持った子どもたちを育んでいきます。

小学生からお年寄りまで楽しみながら学べる、
愛知県支部の「すごろく」や、新潟県支部の
「かるた」など、昔ながらの遊びを通して、
楽しく防災教育に取り組む工夫を行っています。

教材監修の 髙梨 成子さん
（防災＆情報研究所代表）

楽しく学ぶ防災グッズ

地震や津波、風水害などが発生したとき、どのように行動して自分を守るか。
身の周りの危険を知っておくこと、日頃から考えておくことは、減災の一助。
小さな子どもであっても、それに変わりはありません。

大人たちが思う以上に小さい子たちも、
災害の知識や適切な行動を吸収する力を

持っています。この教材
がご家族や地域に防災・
減災の輪を広げるきっか
けになることを期待し
ています。

幼稚園や保育所の先生と子どもたちに一
緒に考えてもらえるような教材を目指し

ました。トライアルで10園
以上を訪問しましたが、どの
園でも積極的に取り組む子

どもたちの姿が印象
的でした。

いえまですごろく
（防災ボードゲーム）

防災かるた
平成16年新潟県中越地震か
ら 10年を機に制作。自然災
害から身を守る知識をまとめ
たかるたです。県内の希望す
る青少年赤十字加盟校の新入
学児童に毎年寄贈
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防
災
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バヌアツの学校は災害に対する準備が不十分。日赤
のノウハウをバヌアツ赤十字社に継承します

　幼稚園での防災教育に先駆け、日
赤はこれまで青少年（小・中・高校生）
向けの防災教材「まもるいのち　ひ
ろめるぼうさい」を11万5000部制
作し、全国全ての小・中・高等学
校３万6022校に無償で提供してき
ました。
　同教材は、小学校低学年用、高
学年用、中・高生用の３種類あり、
映像などの資料が豊富で、生徒が
「気づき」「考え」「実行する」よう工夫
されているのが特徴です。自分の
命を守る力、学校・地域・家庭へ
と防災を広める力を育成します。
　中・高生用は、英語にも翻訳。
日本と同様、地震、津波、台風（サ
イクロン）や火山噴火などの災害が
多いバヌアツからは、英語版を基
に、防災教育をしたいという申し
出がありました。現在、同国独自
の環境や状況に合わせた教材を小
学校のカリキュラムに組み込む計
画が進んでいます。日本から世界
へ、防災意識は広まっています。
　同教材の一部はウェブページ
（http://nisseki- jrc-bousai .
com）からの入手も可能です。

一人一人が知識と行動力を身に
付け、他者への思いやりや優し
さ、命の大切さを学ぶ
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ました。トライアルで10園
以上を訪問しましたが、どの
園でも積極的に取り組む子

持っています。この教材
がご家族や地域に防災・
減災の輪を広げるきっか
けになることを期待し
ています。

「もんだい」シートを見て、危ない子、安全な子を考えます。間違い探しをするように夢中です

地震のほかに津波や風水害など、６種類のテーマを用意。災害時の危険（場所・行動）を知り、自分の身を守
るための基礎的な知識や判断力を身に付けることを目指しました。教材は発災前後をイラストで表現した「も
んだい」と「こたえ」のシートに分かれており、子どもたちは「もんだい」を見ながら、危ない場所と行動につ
いて考えます。災害の際には、周囲全体を見て行動しなければなりません。そのため、１枚のシート内にあ
えてさまざまな要素を盛り込み、自分の幼稚園や街を俯

ふかん

瞰で見られるようにしました。登場する一人一人に
個性がみえるのも特徴です。例えば、上の「もんだい」で⑨の子は河原にいますが、流れてくるものが気にな
る様子。自分やお友達に置き換えて、よりリアルにイメージしやすいように工夫しました。

自分の命を守るための
防災教育プログラム

４歳児のトライアルの風景。一度に10以上のことを考えるため、子どもたちは集中。「この子の頭に物がぶつかるー！」など、それぞれに気付いたことを発言
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教材開発担当の 藤枝 大輔
（日本赤十字社 青少年赤十字係長）

※青少年赤十字加盟園
教育方針の一つに青少
年赤十字の活動を取り
入れている幼稚園や保
育所。青少年赤十字は
「健康・安全」「奉仕」「国
際理解・親善」といっ
た３つの実践目標、主
体性を育むために「気
づき」「考え」「実行する」
という態度目標を掲げ
ており、幼稚園、保育
所、小・中・高等学校、
特別支援学校などの中
に組織されている

新潟県支部

愛知県支部　　

コマを進めることで、災害時の
シチュエーションを疑似体験。
3600円（税別）で販売中。売り上
げの一部が日赤に寄付されます
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被災地の現実から、
たくさんの気付きが
あったようです。
あなたの考える防災・
減災は何ですか。

「3.11を考える」から
「365日考える」へ

　

急性アルコール中毒

お酒を飲み過ぎて意識がもうろう…
呼び掛けても反応しないときは!?

fi le.9

＊今月号をもって「とっさのとき、どうする？」は終了します。新コーナーをお楽しみに！

呼び掛けに反応する場合
顔色・呼吸・脈に異常がなければ休ませ、水を飲ませるなどして
観察を続ける

呼び掛けに反応しない場合
皮膚が冷たくしっとり汗ばんでいるのは、低体温の症状。呼吸が
非常にゆっくり、または浅い場合は、すぐに医療機関で受診を※詳細は赤十字救急法講習を受講ください。受講のお問い合わせは、日赤の各都道府県支部へ

忘 れ な い プ ロ ジ ェ ク ト と は ？

これまでの災害は皆さんの心に今、どのように残っていますか。
災害の経験や教訓を未来へつなげるため、今年も日赤は「忘れないプロジェクト」に取り組みます。
３月１日～31日の期間中、プロジェクトバッジの着用やポスター、パネルで活動をアピール。

一人一人の意識が社会全体を変えていきます。共に災害に対応する力を育みましょう。

急性アルコール中毒への経過

① ほろ酔い…陽気にはしゃぐ
② 酩酊…足がふらつく・吐き気・記憶が途切れる
③ 泥酔…意識がもうろうとする・激しく嘔

おうと

吐する
④ 昏

こんすい

睡…呼び掛けても反応がない

　特に「③泥酔」は、酔って眠っているのか、泥酔
して意識がもうろうとしているのかの区別がつき
にくく、「呼び掛け」によって判断する必要があり
ます。周囲の人はその反応次第で右図を実践して
ください。

　春は歓送迎会シーズン、お花見もあります。日
本人のお酒の消費量は年々減っているものの、急
性アルコール中毒で搬送される人の数は、過去５
年間でむしろ増加しています。急性アルコール中
毒は命を落とすこともあり、大変危険です。
　予防には、本人が適量を知るのが一番ですが、
飲酒時には「本人に酔った自覚がない」「体調に
よって酔い方が異なる」ことも多く、周囲の人に
よる観察が欠かせません。次にご紹介する「②酩

めい

酊
てい

」以降は全て、急性アルコール中毒のリスクを
伴います。

　発災直後から、交通の便が悪くて支援の手が
届きにくい岩手県山田町を中心にトラックで食
料を運びました。うまいものを食わないと元気
が出ないと思って。ねぎ１本、卵１個で「ありが
てえ」っておばあちゃんが涙を流して喜んでくれ
た。笑顔も見せてくれて、おいしいご飯はこころ
のケアになるんだと実感しました。
　半年たったころには瓦

がれき

礫も除かれ、仮設のスー
パーができて仮設住宅へ引っ越し。すごいスピー
ドでしたよ。地元の若者が町のために一番がん
ばってた。復興の遅れが指摘されますが、最初
から見てきた者からするとすごい変化ですよ。ど
れだけ地元の皆さんが踏ん張ったか。トラック
で運ぶ物資も、仕事や自活を応援する物に変わ
りました。
　私の活動はたくさんの人との出会いに支えら
れ、続けられました。一人一人のことが忘れられ

ません。（院長不在により地域唯一の医療機関
としての存続が危ぶまれた）気仙沼市立本吉病
院に、山形からボランティアとして駆け付けて、
院長になった川島実医師も印象的でした。震災
がターニングポイントになった方は本当にたくさ
んいる。

　震災を経験して医学を目指す若者も多い。東
北の医療に貢献するため、音大を卒業した後に、
東北医科薬科大学に入学した学生さんとも話を

しましたよ。頼もしい限りだ。
　津波の被害に遭って、高台に再建された陸前
高田市の広田保育園にも行きました。今の園児
は震災を知らない。くったくなく明るく育ってい
ます。そんな子どもたちを見て「被災された親御

さんたち、本当によくがんばった」と思ったら涙
が止まりませんでしたよ。

　一方で、まだ未来が見えない現状もある。例
えば原発事故。故郷に帰れない人たちの真の復
興はいつになるのか…。何が正しいのか、私も
勉強しながら探っています。
　心の復興はまだまだ。私にできるのは一人一
人の話を聞くこと。これからも何百回でも通いま
す。皆さんも「東北に行くと迷惑？」だなんて遠
慮はいらん。どんどん遊びに行ってください。そ
れが一番の貢献です。

思い出したくないけれど、思い出したくないけれど、
忘れちゃいけない̶̶忘れちゃいけない̶̶
東日本大震災の発災直後から
被災地に入り、ずっとエール
を送りながら復興を見つめて
きたダニエル・カールさん。
７年を迎える今の東北を歩き、
災害について、防災について、
何を思うのでしょうか。

　あなたは “その時 ”、どのよう
に自らの命を守りますか？　周り
の命をどうやって助けますか？　
「忘れないプロジェクト」は、災害
で得た教訓をこれからの防災・減
災へつなげる取り組みです。一人
一人が具体的なイメージを持てる
よう、最大限の準備をしておくこ
との大切さを訴えます。今年は新
たに防災・減災を啓発するショー
トムービーも制作しました。
　出演したのは20代から50代の

一般人男女約10人。災害時や避難
所での厳しい現実を前にしたとき、
自身が想像していた「被災するこ
と」とのギャップに、カメラの前
で愕
がくぜん

然とするばかり…。「楽観的過
ぎた自分が恐ろしい」「すぐに備え
ないと、とんでもないことになる」
など驚きの言葉が聞かれました。
　自分（自助）と周り（共助）を守る
ために、「3.11を考える」から「365
日考える」へ。あなたもリアルな
“その時 ”を感じてください。

私たちは、忘れない。 検 索

想像と現実のギャップ… 出演者が感じた被災の真実
片平祐子さん（40代）
ニュースは見てたはずなのに、知ら
ない情報ばかり…。私の意識は防災
用品を買う、というところで止まっ
ていました。お風呂に１週間入れな
いとか、想像が及ばなかった。意識
が変わりました。知るところから始
めたい。

今井翔太さん（20代）
認識が甘過ぎたと痛感。被災後２、
３時間で助けは来るだろうって思っ
ていました。物資も自分たちで管理
しないといけないんですね。実際に
被災したらリーダーシップをとる勇
気が出るか…。でも、孤立する人が
いないように支え合いたい。

東北の底力はすごい！
地元の踏ん張りが復興を支えてきた

子どもたちの笑顔、学生たちの夢
それが町を明るくする

マレーシアからの海外救援金で再建された広田保育園で

本吉病院で川島医師と。同院の設備や医療機器は赤十字を通して
世界中の皆さんから贈られた救援金で支援され、再建された

翻訳家・タレント

ダニエル・カールさん
日本生活は30年以上。山形観光大使
を務めるなど東北に縁があり、復興
支援に奔走してきた。今も月２回
は東北を訪れる

日常生活を取り戻すための一歩と
して、仮設住宅等入居者約13万世
帯に家電６点セットを寄贈。仮設
住宅に訪問し健康づくりの支援も

高齢者の孤立・孤独化を防ぎ、
地域コミュニティを再構築でき
るよう、被災高齢者共同住宅約
800戸の建築を支援

被災した幼稚園や保育園の再建、
体育館の備品整備のほか、被災
地で生活する児童・生徒をサマー
キャンプに招待

地域の医療機関の復旧・再建を
進め、石巻・気仙沼医療圏にお
ける医療連携体制を回復。高齢
者への予防接種なども行った

いざという時に必要なものを備えた
防災倉庫を約400カ所に寄贈。防災・
減災教育の普及とともに、全国の自
治体と災害対応能力の強化に貢献

原子力災害対応ガイドラインを策定
したほか、被ばく状況を把握するた
めの機器を整備。健康不安に寄り添
う活動も実施した

心の復興は、まだまだこれから…
遠慮はいらん。遊びに来て！

クウェート国友好医学生修学基金で医者を目指す東北医科薬科
大学の学生と。同基金は、クウェートから寄贈された原油をもと
に宮城県が運用。県が指定する医療機関に10年以上貢献するこ
とを条件として修学資金の返済が免除される

生活再建支援 福祉サービス支援 教育支援 医療支援 災害対応能力強化 原子力災害対応

思い出したくないけれど、
忘れちゃいけない̶̶

ダニエル・カールさんが寄り添い、見てきた復興の軌跡

ダニエル・カールさん
日本生活は30年以上。山形観光大使
を務めるなど東北に縁があり、復興
支援に奔走してきた。今も月２回

■世界100の国と地域から寄せられた海外救援金約1002億円で日赤が実施した復興支援

大切な人を守るための気付きがここに。
「忘れないプロジェクト」ムービーはこちら。

“ 奇跡の一本松（岩手県陸前高田市）”を見上げるダニエルさん

©Nobuyuki Kobayashi
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声掛けに笑顔で「大丈夫」と答えるドライバーも

氷点下10度の避難所宿泊訓練！
最悪の状況下でいかに助け合うか
　１月13日・14日、日赤北海道看護大学で行わ
れた厳冬期の避難所宿泊演習に約160人が参加。
外気温が氷点下10度を下回る中、暖房を切った
体育館で一夜を過ごしました。今回は昨年までの
電気・ガスの停止に加え、下水道も止まった過酷
な状況を想定。仮設トイレをワンボックス車内に
設置したり、段ボールベッドを改良するなど新た
な試みを行い、課題を確認しました。

北海道

AREA
NEWS
全国各地、あなたの生活のすぐそばで、
日本赤十字社の活動は行われています。

希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メールで
ご応募ください。
①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）　
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　
⑤赤十字NEWS３月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥３月号で良かった記事、興味深かった記事はどれで　
　すか？（いくつでも）
　Ａ．表紙　
　Ｂ．引き出す！ 子どもの対応力
　Ｃ．ダニエル・カールさんが寄り添い、見てきた復興の奇跡
　Ｄ．忘れないプロジェクトとは？
　Ｅ．とっさのとき、どうする？　
　Ｆ．エリアニュース
　Ｇ．健康豆知識
　Ｈ．全国から７億円～（海外たすけあい）　Ｉ. プレゼント
　Ｊ．ワールドニュース（グリーン・キャンペーン）　
　Ｋ．人道支援の現場から
⑦赤十字NEWSのご感想、扱ってほしいテーマ、
　その他Voice（読者の声）への投稿もお待ちしています。
郵送／〒105-8521
　　　東京都港区芝大門1-1-3  日本赤十字社 
　　　広報室  赤十字NEWS３月号プレゼント係
FAX／03-6679-0785  メール／koho@jrc.or.jp
（件名「赤十字 NEWS ３月号プレゼント係」）
３月26日（月）必着　
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせて
いただきます
※個人情報は賞品の発送のみに使用いたします

「関節リウマチ」は30代から要注意！
岡山赤十字病院　第一整形外科部長・リウマチ科部長　小西池 泰三 （こにしいけ たいぞう）

file.43

意外にも、30代の女性もリウマチにかかるリスクあり。妊娠
中は約半数の人の症状が一時的に緩和します。不安な症状は、
かかりつけの医師に相談してください。

　関節リウマチとは、免疫異常によって、手
や足の関節の骨が破壊される病気です。強い
痛みや腫れを伴い、悪化すると関節が変形し
て正常に動かすことが困難になります。関節
以外にも、貧血・微熱・倦

けんたい

怠感などの全身症
状が現れることがあります。
　国内の慢性関節リウマチの患者は70～80万
人、そのうちの６割が30～50代の女性です。
効果的な治療法が長い間ありませんでしたが、
現在は、リウマチを引き起こす炎症性サイト
カインという物質をブロックする新薬が登場
し、約８割の人が症状を抑えられています。

　抑制率を高めるには、早期発見・早期治療
が重要です。「手指の第二関節や指のつけ根
が左右対称にこわばる※」「朝起きて30分～1
時間でこわばりが改善する」といった症状が
見られたら、すぐに医療機関を受診してくだ
さい。
　関節リウマチには似通った病気も多く、診
断は簡単ではありません。最初の検査では異
常がなかったのに、２回目以降に「関節リウマ
チ」と診断されることもレアケースではないの
です。症状が続く場合には、定期的に検査を
受けるようにしてください。

「知ってて良かった！健康豆知識」は切り取って保存していただけます

岡山県岡山市北区青江2-1-1  TEL 086-222-8811

　平成30年２月16日、本社において平成29年
度第10回の常任理事会が開催されました。
１ 予算の補正について
（熊本県支部の他会計操出にかかる一般会計歳入歳
出予算の補正）

２ 資金の借入について
（伊勢赤十字病院の電子カルテシステムの更新にか
かる資金の借入）

３ 理事会に付議する事項について
（武蔵野赤十字病院の施設整備にかかる資金の借入）
４ 理事会および第91回代議員会に付議する事項について
（役員の選出、平成30年度事業計画および平成30
年度収支予算）

　審議の結果、予算の補正および資金の借入に
ついては原案のとおり議決され、理事会および
第91回代議員会に付議する事項については、原
案のとおり、平成30年３月23日開催の理事会お
よび第91回代議員会に付議することが了承され
ました。また、北海道立北見病院の指定管理の
受託および予算の補正にかかる１月分の社長専
決事項について、それぞれ報告しました。

常任理事会開催報告

                 伊藤園のお茶
（お１人１種類・１ケース/280ml ×24本入）を

     名さまに
             プレゼント！

全国から７億447万6254円！
「海外たすけあい」に寄せられた想い
昨年12月１日から25日まで行われた「海外たすけあい」募金キャンペーンには、全国から 7億447万
6254円（8万1331件）の寄付が寄せられました。同キャンペーンは、紛争や災害などに苦しむ世界の
人々を支援するため、日本赤十字社とNHKが毎年共催しているもので、今回が35回目。皆さまのご
支援に深く感謝申し上げます。

ニュースで報道され、支援が集まりやすい場所だけでなく
支援の届きにくい国や地域にも救いの手を差し伸べます

「高齢者のためには、さらに改善が必要だ」などの議論が行われた

●日本赤十字社支部（各都道府県） …  47支部
●病院など医療事業施設 …………… 103カ所
●血液センターなど血液事業施設 … 232カ所
●社会福祉施設 ………………………  28カ所
●看護師など養成施設 ………………   25カ所
                             （平成29年４月１日現在） 「記念品を作ることで献血への理解を深めてほしい」と意義を語る

クッキーに込めた感謝の気持ち
記念品製作の高校生を表彰
　三重県赤十字血液センターは２月５日、献血
に協力した方への記念品として、クッキーを製
作した県立久居農林高校食品コースの生徒へ感
謝状を贈りました。昨年度の県内10代の献血
率は全国最下位。同センターでは、若者に献血
の必要性や重要性を知ってもらおうと、昨年か
ら高校生へ記念品の製作を依頼。この活動から、
若者へ献血が普及することを期待しています。

三重県

海外たすけあい寄付総額使用計画

大規模な雪害が発生、救護班出動
ドライバーの診療と健康相談を実施

福井県

　２月上旬、37年ぶりの豪雪により、95※人の重軽
傷者に加え、9※人の尊い命が失われた福井県。福井県
支部は医師・看護師の救護班を派遣し、救護所を設置
して、雪の中で立ち往生してしまったドライバーなど
の巡回診療・健康相談を行いました。ドライバーの中
には、１メートルを超える積雪の中、３日もの間立ち
往生を余儀なくされた方もいらっしゃいました。この
たび被災された皆様へ心からお見舞い申し上げます。

「はと麦茶」「そば茶」「黒豆茶」
３種類の中からお選びください

共催のマスコットキャラたちと触れ合い、子どもたちも笑顔に

親子一緒にステップアップ
子ども向け防災プログラムを開催
 　「そなエリア東京（東京臨海広域防災公園）」
で２月２日・３日に､ 体験型防災イベント“大
地震へのソナエ”が開催されました。日赤は､
親子で参加できる防災プログラムを実施。“そ
のときどうする？ ”と題したワークショップで
は、被災した自分をイメージした子どもたち
から多数の意見が出るなど、親子で一緒に防
災について考える絶好の機会となりました。

東京都

※左右対称ではなく、右膝だけ・左手指だけ、など片方に症状の出る「単関節型」リウマチもあります。

2016年度「赤十字この１年」はこちらで→年賀状は、由布市役所福祉課（新館１階）で見ることができる

年の初めにつながる絆
佐賀の中学生から被災地へ年賀状
　熊本・大分地震にて被災された方への年賀状
が、日赤大分県支部に寄せられました。送り主
は佐賀県青少年赤十字加盟校である、唐津市立
浜玉中学校の生徒たち。年賀状には、励ましや
復興の祈りが込められた温かい言葉、色鮮やか
なイラストが添えられていました。大分県支部
では特に被害の大きかった由布市に贈呈。庁舎
内で市民へ向け、紹介されています。

　赤十字の昨年度の活動をまとめた映像「赤十
字この１年」が佐野常民記念館で上映されまし
た。映像を見た佐賀市教育委員会から「郷土の
歴史や防災に関する教材として、この映像を市
内の全小・中学校（53校）に配付したい」との申
し出が。1月18日、佐賀市役所において市内全
小・中学校に対し「佐野常民伝」「赤十字この
１年（ＤＶＤ）」の贈呈式が執り行われました。

大分県 佐賀県

防災意識を高める「街歩き」！
ボランティアが住民の声を聞き取り
　１月13日､ “OKAYAMA災害・防災ボランティ
ア交流会”を開催しました。これは､ 日赤岡山
県支部、岡山県社会福祉協議会、岡山県の三者
で企画したもので、各団体に登録されているボ
ランティアが参加。市街地の危険箇所を調べた
り、住民へのインタビューで防災意識の調査を
行いました。今後も年に一度のペースで開催し、
ボランティアの連携も強化する方針です。

岡山県

「市民の防災意識の低さを再認識。今後も頑張りたい」と参加者

佐賀市教育委員会の申し出を受け
市内の小・中学校に「この１年」配布

維持費がほとんどかからないため、長期的なコストカットも望める ほのかな香りを放つ“折り樹”

木の折り紙!? “折り樹”をプレゼント！
献血でできる被災地支援
　２月９日に“献血で熊本支援を！”と題して、全
国の献血会場で、木製の折り紙“折

お り じ ゅ

り樹”を配布し
ました。この“折り樹”は、日清医療食品株式会社か
らの寄贈によるもので、献血した方へ１枚配布さ
れるごとに、同社から日赤に対する活動資金とし
て、25円が寄付される仕組みとなっています。また、
熊本県小国町産の間伐材であるスギが使用されて
おり、熊本県内の環境保全にも役立っています。

全国

下水道・電源・くみ取りも不要!?
災害対策を兼ねた革新的トイレ、誕生

熊本県

　熊本赤十字病院は①避難所となる公共施設など
に災害時に役立つ機能を普及させる、②それらを
普段使いする、という構想を立て、太陽光蓄電シ
ステムを備えた「完全自己処理型水洗トイレ」を
ニシム電子工業と共に開発。微生物で汚物を分解
する「バイオトイレ」の一種で、匂いがなく、汚
泥が少なく、下水道や電源設備も不要という革新
的トイレに期待が集まっています。

30

　2月26日、（株）伊藤園から新発売の「伝承
の健康茶」シリーズ。どれも国産素材を使用
し、体にやさしい“カフェインゼロ”のお茶
です。この売り上げの一部が日本赤十字社
の防災・減災活動に寄付されることになり
ました。この商品は全国で販売されます。

製品パッケージ側面に
記載されている「日本
赤十字社支援マーク」

●保健支援や突発的な感染症対策など
主な支援先：フィリピン、ケニア、ルワンダ、ブルンジ、など

●防災事業や洪水被害者などへの支援
主な支援先：インドネシア、ネパール、バングラデシュ、など

●紛争犠牲者への支援
主な支援先：シリア、イラク、レバノン、イエメン、ウガンダ、など

保健33％ 災害 36％

募集管理費 6％

支援マーク付き

紛争25％

※消防庁発表：平成30年２月16日現在
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顔に銃弾を受けた子どもの歌 ～戦闘地区で感じた生きる喜び～

池田 載子さん
N o r i k o  I k e d a

南スーダン紛争犠牲者救援事業
大阪赤十字病院 看護師

　南スーダンは日常的に戦闘が行われている地域です。
首都ジュバにある国際空港に降り立った時、私は「こ
こでやっていけるのかな」と不安な気持ちになりました。
その空港は “建物 ”ですらなく、ボロボロのテントでで
きていて、とても国際空港とは思えなかったのです。
　私は主に、戦闘などでケガをした患者さんの手当て
やスタッフのマネジメントを行っています。さまざまな部
族がおり、言葉や生活習慣、考え方が異なりますが、
常に患者さんと対話し、最善の治療が行えるよう努めて
います。

　ある日、顔に銃弾を受け、元の顔が分からなくなるほ
どの損傷を負った男の子が搬送されてきました。顎や口
の骨が折れ、声を出すこともできず、食事はすべてチュー
ブから。生き残れるかも心配されました。それでも治療
を続け、ようやく喉のチューブを抜くことができたとき、
その子は一日中歌っていました。よほどうれしかったん
ですね。私も安

あんど

堵で目が潤みました。
　日本にいると想像しづらいかもしれませんが、私が話
した兵士も一般の人もみんな平和を望んでいるのです。
彼らの希望がかなう日が来ることを私も願っています。

WORLD
NEWS

17 人道支援の現場から
vol.

© IFRC

チャリティー価格で提供し、収益を毛布の生
産などに活用する店舗もあります。この活動に
賛同した約54万人の思いが詰まっている毛布。
10年目となる今年はインドへ寄贈されます。
　このように自社の商品を社会貢献につなげ
る企業が増えています。日赤では、世界191
社におよぶネットワークを生かし、人々の思
いを支援という形にして、助けを必要とする
地域に届けます。今後もその使命が希望へつ
ながると信じ、活動に励んでいきます。

　日本赤十字社は株式会社オンワードホール
ディングスとともに国内外の被災地や途上国
に毛布を贈っています。これはリサイクルや
リユースを通じて衣類循環システムの構築を
目指す「オンワード・グリーン・キャンペーン」
との共同事業で、顧客から引き取った同社製
衣料品の一部を毛布や軍手などにリサイクル
し、日赤を通じて支援を必要とする地域へ届
けるものです。
　キャンペーンが始まったのは2009年。今年
で10年目を迎えます。日赤は2010年から共
に活動をスタート。衣服提供者は２万5608人
だった初年度から毎年増え続け、2017年度は

今年10年目を迎える「オンワード・グリーン・キャンペーン」。協力企業との連携により、
日本赤十字社はインドネシアの孤児院や寄宿学校、介護施設などに“リサイクル毛布” 4000枚を寄贈しました。

「本物の毛布で眠るのは初めて！」
児童施設に“リサイクル毛布”を贈呈

12万1134人にのぼりました。引き取った衣類
は合計で約307万点におよびます。これら衣類
は加工され、毛布や軍手に生まれ変わるのです。
　毛布はこれまで東日本大震災の被災地をは
じめ、中国、モンゴル、ミャンマー、ネパー
ル、ベトナムに２万3200枚が届けられまし
た。昨年10月にはインドネシアのベンクル州
へ4000枚を寄贈。同州は2004年にスマトラ
島沖地震が発生した災害多発地域です。そこ
で毛布1000枚は、災害時に活用すべくインド
ネシア赤十字社ベンクル州支部に備蓄される
ことになりました。

　その他の毛布3000枚は、生活困窮者支援と
して孤児院や寄宿学校、公的介護施設などに
寄贈。セルマ県にあるミフタフル・ヒダヤ寄
宿学校では副校長から「子どもたちは、今まで
サロンという服を毛布の代わりにしていまし
た。これからは本物の毛布で眠ることができま
す」と感謝の言葉が伝えられました。子どもた
ちは「ありがとうございます」と目を輝かせ、手
を額に近づけたり胸に当てたり、インドネシア
流のジェスチャーで感謝を表してくれました。
　キャンペーンを通じて回収した衣料品を、

寄宿学校での贈呈式。「毛布の上からは蚊に刺されない。こ
れからは安心して眠れます」など喜びの声も

満面の笑みで毛布に駆け寄る子どもたち

企業との連携で世界に支援を届ける
（インドネシア）

オンワード樫山ファミリーセール
セールでお買い物＝支援に参加！
 売り上げの一部が日赤に寄付されます。
日時：2018年 3/31（土）、4/1（日）、4/7（土）、4/8（日） 
        4/21（土）、4/22（日）、4/28（土）、4/29（日）
場所：オンワード樫山　芝浦第３ビル
　　　（東京都港区海岸3-14-11）
入館証引換所※で赤十字NEWS３月号の提示が必要です。
※引換所：芝浦第３ビル裏グリーン・キャンペーン カウンター

     引換所の地図や詳細はこちら▶
          （簡単なアンケートにお答えください）
【お問い合わせ】
03-5476-5505
（株式会社オンワード樫山 環境経営課）
詳細 URL : https://questant.jp/q/CYRFOOK7

インドネシア

2017年に生まれた“リサイクル毛布”は
スマトラ島沖地震の被災地域へ

人々の思いを“支援 ”に変えて
助けを必要とする地域に届ける使命
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※ グリーン・キャンペーン実施期間中にオンワードの衣料品を引き取り

リユース

リサイクル

赤十字NEWSが入館証の
              代わりになります！
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